
 

平成３１年度の県繰入金の配分について 

 
１ 県繰入金について 

 ○県繰入金は、国保法第７２条の２第１項により、療養給付費等の見込み額の９％を県

一般会計から県特別会計へ繰り入れるもの。普通交付金等の財源となる１号繰入金と

市町村に個別交付を行う２号繰入金に分けられ、配分割合は法令等に規定されていな

いことから、市町村との協議により決定することができる。 

 ○基本的には、１号繰入金に厚く配分すると、保険料収納必要総額から差し引かれるた

め県全体の納付金が減少することとなり、また２号繰入金に厚く配分すると、市町村

の個別事情に配慮する分が増大し、収納率向上等のインセンティブの確保や激変緩和

への対応が図られやすい傾向となる。 

 ○なお、県繰入金の前身である平成２９年度までの県調整交付金の配分は、条例により

普通調整交付金（現：１号繰入金）６％、特別調整交付金（現：２号繰入金）３％と定

められていた。 
 
２ 平成３０年度県繰入金の配分について 

 ○平成３０年度県繰入金の配分は昨年度の市町村との協議により、１号繰入金８％、２

号繰入金１％の配分としている。また１号繰入金８％のうち２.２％を個別に激変緩和

措置することとしている。 

 
３ 平成３１年度県繰入金の配分について 

 ○平成３０年度と同様、１号繰入金８％、２号繰入金１％の配分としたい。１号繰入金

のうち激変緩和措置に充てる割合は市町村と協議の上決定したい。 
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